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自立語特許

マイクロ命令制御方式のデータ処理装置
1-E-r-.汁許機の保笥:一卓二検のために,あ

る峠∴-､】二でグ〕装i;!長の兆態をi洞べるニ上が

必要とされ,そのためにある指う王Lた

帖∴■J二で`Ⅰ一にJ'一汁笥二機の動作を仔:】卜する機

能か変求きれているこ.従来はハ■ネルか

J)の指ホやエラーをヲ芭♭ユしたと きク〕そ

のエラー仁子号によ/ノて上靴作をス トソフ

させる方法があ/Jたか,他♂〕l′川1な上的

作ス トソフの機能が賓求され,1こヲ己叩j

はその要求に応じた新しい軽紺巨をり三J丸

Lた(図1参†号くi)こ

旭′テii-はアドレスF別御川i桁によってJ川

御メモリか↓一っ.i尤ふ出すべき汀汁1ナゾ)アド

レスを作り,アトレスレジスタにセリ

ト寸る′_ フリlソフフロリブは池`～;トヒ･ン

トグ)北態であり,アドレスレ ン'スタノ‾)

アドレてに､より指′Jミされるマイクロイ汁

1ナの1iノこふ.し11Lは.拝され,ノi一己イー.汁許機は

土助作北態におかれる､

‾本ヲ己叩卜ぐは什ぷこのマイクロ命令によ

り動作ジ〕ストリフかできる機能をもつ

什ノユニ〝‾)J汁介巾グ)フィールドFlにスト
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国l マイクロプログラム制御装置

･ノフを指ホする情報と､フ
トールト■F2

にrl川臼緒グ)上1之袖に′実行されるべきマイ

クロ打計1チのアドレスを方き込んでおく

このJ斤令か.iノこみ上Hされると,ブリ､ソ

フフロ1･ノブかリセ､･ノトされて,イ古1ナ亡7ノ

.さ1■こふ山Lは小l卜され動作はスト ソフす

る._.一一丁∴ フ ィールドF2グ‾)7ト レス

は7トレス制御止!川古かJ〕アドレてレン

スタにセ･ソトされ,上助作付‖巨仙トスクーーー

トイト音ぢ一か入ノノされてフリツワプロ,ノブ

がセリトされる･と,そのアドレスか1､ノ

命てナノ)‡;ノニノ人J†1しか始圭る..

1.特長･効果

任意の処理一状態で動作'をストソブす

ることができるため,より高度な保`､i=･

点検が可能になる｡

2一L■

●

提供技術

関連特許の実施許諾

特許第948782号(特公昭53山27063号)

｢デ【タ処理装置+

ノヾッファメモリ方式の処王里装置
ナー一夕処叩装i馴まけ件能化,-1】Ji.埴化

引★lるため,バリファメモ■りナJい之び

)ヒ什‖川御方J-じを′ほ川Lている､｡/ヾ‥ノフ

7ノモりん▲∫(は,要+こするチークが/ヾ

､ソフー7･メモりに存/l二すれば,バ､ソプーラー

メモリかご)illi辿に要求するデーー一夕を柑

ることかて､きるL,バリフ7メモリにffこ

/l二Lないと,二モノモ‥かご〕バ､ソフープ>メ

モリにr7-■ロ､ソク虹j去L,′ヾ･ソファメモ

リか⊥ゝ)不りJHできる.上うにする._.一件能い′り

卜のためには､バ､ソフー7>メモリにチー

タが存/一三する碓ヰくを】1■Jjめることが屯‾安

である､一一ノブ＼先行制御ノブーJ℃は,【て斤1‡

他の請出L要求

ノり三什に11L_､`亡∴ノて命1ナを光Ⅰ;七∴ちするた

ダー,分帖汀i‡1ナノ〕J法-/ナ,分Ill如J丈J小丈は･†こ

城+小キ十川し‾‾こ1ヒー;ノこLみ′を子‾j一-ち･う_)L.涜

､み‾‾う‾るイi‡1㌻かノヾ･/フ1｢メモリになけヌーJノ

こざ､川様にプロ､･ノク帖j近か打ち一メ‾)れる′_:

分帖イー‡1ナノ上付ジ｢欄i札一子州ヒソ】与なる暢

ナナは､結粧〃Jにイニノ払焚ち･デー･クか/ヾ､ソ

r7丁メモりを■liイ]▲すること となり,ま

た虹′i追帖‖=ノ‾)舛.し比か′ト_じ､什能帆トグ)

Jら=ノこlヒち･る.

二二にキー′1介する処刈!甘さ;il■い匡】1)は,

焚求した二汀打て㌻か′ヾ･ソフ丁メモりに什/li

Lろ､･い± き､Ii′｢ナノに‾トメモ】jかL-ノバソ

アドレス

バッファ

ティレクトり

ブロック転送開始指令

分岐先命令読出L要式

破棄指令

OR

R S
FF

&2 &3 &1

不存在

ブロック転送 図l フ■■ロック

転送要求論理

ファメモリへのプロ･ノア虹j追をl凋始L

ないで,シ州立碓延綾に打ち･う もジ‾)である.

すち･わち,一安+てするナー一夕かパ,′フ

ープノメモリに1仔/l二するかどうかを′く､･ソフ

丁ディ レ フト りをヰ壬り!Lて.澗べる= 什

/1三し_ないJ‾祐ナナ,分帖ソ+汀古1ナ以ケトノ).;ノ亡‖1

L焚火であれば,‾)∵ントケ■一一ト&1与

l一朴､て巾ちにプロ･･ノク虹j壬を子jニプ+‾一1

LかL,分帖1tイ古1ナ.i′′tHIIノソうJ湯†ナは,

アニトノトート&2キ=りいてフり -･ノフフ

ロリ‾7■FFをい/-ノ′二ん七･ノトし,プロ･ソ

ク虹近川始す旨令に′よ りアントゲート&

3キ糊いてプロ,ソク屯くj近キi粥始する-′

分帖汀汁1ナグ)j二川が興ち･･---ノた暢でナ,付注束

指1ナに上ってフリーソフフロ･ソフ■FFをrj

セットし,‾7､■ロ1ソク心三送を汁なわない

1.特長･効果

(1)バツファメモリの他什J効ヰくを-たiダ)

るこ とかできる.._.

(2)セノモり/＼の不必一紫な■7■'クセて,

プロ･ノク転う去をなくすことかできる._,

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第998660号(特公昭54-30624号)
｢バッファメモリ方式の処理装置+
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日工諾特許

キャッシュメモリ方式データ処理装置
項妄近のノ這r･計待機では,キ17･ソシュ

メモリ とロ乎ばれる高速･小谷∈三二のメモ

リが主記憶装置(以‾‾lて,MMと略記す

る｡.)と演算処理装置(以下,BPUと略

記する｡)の間に設けられることか多い:_J

このキャッシュメモリの役目は,BPU

がMM内のテ■-タを占売んだとき,そグ)

読才一Ilしテ【タを取り込んでおき,再び

BPUか同一一一データを必要としたとき,

それを高速にBPUに与･えることにある｡

このキャッシュメモリでは,新たなデ

ータをMMから収り込む場合･,そのス

ヘ【スを確保するため,比に取り込ん

であるテ【タの一部を追いHlす必要が

ある｡.

このようなキャッシュメモリの従来

での制御方式は,MMから読みH-1Lた

データを常にキャッシュメモリに取り

込むようにしたものである′Jしかし､

このような従来方式では,BPUが一度

しか使用しないテMタでさえもキャリ

MM

(主記憶装置)

一‾`‾‾｢

キャッシュ

メ モ リ

シュメモリに取り込み,BPUがこ将来使

岡するデ】タを前記追い出し動作で追

い出してしまうことも起二り得る.｡二

の結果,8PUか必要とするテ【タのキ

ャッシュメモリに布巾三する確率は低く

なり､キャッシュメモリの有効什を十

分引き出せなかった｡

不発明は,二のような従来方式の欠

′中二を解ぎ失するもので,図1の†波線にホ
すように､BPUが必要とするデータを

キャッシュメモリに人れずにMMかJブ

i托接取り込むための利子卸手段を設け,

BPU

(演算処理装置)

区11 キャッシ

ュメモリ方式の
データ処理装置

二のr別御子f貨を必要に応じて実行させ

るようにLたものである｡

1.特長･効果

BPUが必要とするデータのキャッシ

ュメモリに存在する確率が高くなり,

キャソシュメモリのイす効惟をrrりLさせ

ることができるL_.

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第98柑60号(特公昭54-14901号)

｢データ処理装置+

フロッピーディスク駆動装置
般近のフロッビーチィ スク駆動装置

では,汁血タイプとI山一i向タイプク〕2柏

葉fiのディ スクを扱えるようになってい

るため,使用‾芹の操作ミスをl坊l卜する

ためには,装置にどグ)タイプのディ ス

クが挿届きれているか答端に認識でき

るようにLておく必･要がある｡)

二二にキどぅ介するフロ･･/ビーチィ スク

装置は,挿漬されているディ スクのタ

イプをランプ表示によって外部から識

別できるようにしたむのであり,図1

空自

開閉ドア

発光ダイオード

図l フロッピーディスク駆動装置外

観図

READY-P

(片面/両面信号)

lNDEX P

HEAD

ENGAGE P

T I

R
O

READYllrP

(両面信号)

に示すように,ディ スク挿人口の近傍

に2佃の発光ダイオードを配置L,片

血タイプのディ スク使用中は1仰のダ

イオードがノ.‡灯し,何曲タイフ‾のディ

スクを傾椚中には2偶のダイオードが

同時に一卓二灯するようにLてある｡.

二のダイオードの発光を制御する回

路は,図2にホすように,片面及び両

面ディスクが挿着されたときに発生す

るイ言号(READY-P)とrd】佃iディスクが

締着きれたときだけに発生する信号

(READYIトP)とか,ディスクの回転

によって生じるパルス(INDEX-P)と

5V

発光ダイオード

/

発光ダイオード 図2 ダイオー

ド発光制御上司路

それぞれ論理和をとることによって,

ダイオードをディ スクタイプに応じて

キ灯させる｡

l.特長･効果

(1)操作者がディスクタイプを外部か

ら客観に識別できる｡

(2)動作中にダイオードが発光するた

め,動作中の誤抜き出しを防止できる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●実公昭5ト47984号｢フロッピーディ

スク駆動装置+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は‥･姓氏書敢日元裂イ亡祈 〒iO8東京都千代田区丸の内一丁員5蕃l号(新丸ビル)電言古(03)2川一3…(直通)特許部特許営業グループ
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汎用形高機能多関節ポータブルロボット

小形･軽量で,しかも広い動作領地

をもち,簡単に椎勤して使用でき､更

に高機能の削御装置を備えているのか

本ロボ､ソトの特士主である｡

二のロボットは可搬性を利用Lて,

従来,自動化から取り残されていた‾人

形構造物や特殊環塙の内吉1ぅにまで通用

させよう とするものである｡

本体機構は,アーム部と旋同部又は

走行部を組ふ合わせて使用できる｡ま

た,柊動に伴う設置誤芹の補jtのため

修正機能をもち,更に多屑溶接のため

の自動柿屑機能をもっている｡

また,日立独自のウィービング機能

､､､-

(特許州囁中)に上り,全姿勢柄接を高

rTデー閂で実現できる｡

FA(ファクトリー一す【トノーション)

化に対I芯Lて,_L位コンビューータとク〕

リ ンケージ及びアークセンサ,タッチ

センサの機能♂〕オプション迫力∩かでき

る｡制御装置は,日_､)ニプロセスロボッ

ト 稗米ロポット及び組立ロボ､ソトと

展本的に共通であり,ユーーーザー1にとっ

て使いやすく,サービス,メンテナン

スか容簸である｡

また,独自の駆動機構(持前二出相中)

によってコンパクト化を図り,500mmX

350mIⅥの開rl部グ)通過ができる構造とな

区Il日立ポータブルロボット

M5030T(多関節走行形)

表l 制御仕様

項 目 内 容

教 示 方 式 テイ【チング7‾レイバック

増分式パルス発生器位 置 検 出

位 置 喜己 憶 磁気バブルメモリ

記 憶 容 量 2,000ポイント

255分割

100分割

ソフトウェア方式

プ ロ グ ラ ム

ジ ョ ブ分割数

ウイービング

修正低能
位置言票差補正横能

シフトノ観能

CRT,セグメント表示器表 示 方 式

外部同期信号 入出力各16点

外 形 寸 ､去

幅526､く奥行650

×高さl.050(mrn)

三相200.′′■220V電 ヱ原

っている｡

本体構造は,図1グ)多関節走行形グ)

ほか,多関節旋同形,多関節走行･旋

凹形がある(⊃

吋搬車呈は2.5kgで丁字椒のi糾引乍業を

行なうのに十分な能プJをもち,練′;生L

精度は±0.2mⅡlであるL〕j射空は最大200

m汀l/s,ヰこ体二i王ち:E‾Iとは約37kgである｡

表1に制御仕様を示す..-ノ

(日立;製作所 向品事業‾本部)

日立ACサーボモートル

FA(ファクトリーオートメーション)

時代の産業界は,より高精度で高効年号

な機1戒駆動源を求めている｡日立AC

サーボモートル(図1)はこれにこたえ

て,最新エレクトロニクス技術と伝統

､t･こ

区l】 日立ACサーボモートルの外観

のモーーートル技術を投入し,憤れたサー

ボ作能とメンテナンスフリーを実現L,

FA化に際Lての必壬与1条件ともし､える

｢高精度位置決め__+,｢高範岡可変速+の

分野ハ､の対1芯か可能となった｡ACサ

ーボモートルは,全閉臼i甘構造でブラ

シレスのため,高効率で高時度逆転に

耐え,また,高柿度エンコーダを採用

したディ ジタル制御プテ式は,iょし度ドリ

フトがなく高い†三根′性をもってい‾る｡

1.主な特長

(1) モートル､エンコーダともブラ

シレスのため,摩粍部品がなく1主期点

検､交換が不要でメンテナンスフリー-

で取付場所を選ばない｡

(2)検出器に高精度エンコーダを用

いたディ ジタル制御に.より,精密な位

置決めや加コニができ,i.【.い空ドリフトが

ないため,逆転調繋が谷易である｡

(3) DCサーボのように整流火花によ

表l主な仕様

項 目 内 容

出力

変速範囲

25W～3kW

ll.000

るフラソシオーーバかなく,l琳引叶l臼三が

吋能で,瞬時トルクも大きい｡

(4) 巻線が1占l定十触=二あるため,i令

却効率か良く,熟時7E敷か大きくでき,

過負荷耐_遥か大きい〔〕

(5) 回転丁のイナーシャが小さ く,

パワーレートか大きくできるので,んじ

答件がi亡1く,コンパクトなモートルで

大きなパワーが得ノブれる._､

2.主な仕様

]三な仕様を表1にホす｡

(日立製作所 商.l‾川i業本部)
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感熱高速ファクシミリ"HIFAX 4100”

ファクシ ミリに対するユー+十■-グ)二

【ス'は,高件能･コンパクトそLて省

ノJ化である｡今回このニーーズにこたえ

るため,HIFAX 410077クシ ミリ装

置を開発した(図1)〔}

本装置は,体柿が従来機の約半分グ‾)

車_L形･A3読み取り･B4記隷の感

熱15秒ファクシミリであり,オペレー

タの操作を大幅に削i成することを可能

にLた｡

1.主な特長

(1)OMAD(光学マーク読み取り｢]動

ダイヤル)機能をもっている.二.専柑の

OMR(光学マMク読み取り)シートにマ

ークを付け,それと一一緒に牧稿をセッ

トするだけで,相手電話番号,発信時

別などをフーFクシミリか読しち】叔り,日

動的に送信する｡これにより,オへこレ一夕

はパネル操作がいっさい不要になった｡

(2)日立独自のホワイトブロックスキ

ップ方式などにより,15秒電送を可能

とした(日立標準テストチャート)｡

(3)従来機程(HIFAX4000)に比べ,

＼､,＼

匡】l HIFAX4100

車旨で約30%,休柿て､群+50〃ゎ,横柄枇

で約40%の削減を同′1た._

(4)交信ノl･rt三を充実させ,従来のCCITT

G3,G2規格機のほかに,日本電信

電話公社ミニフ丁クス`､MF-1､､との交

信を可能とした.っ

(5)オートダイヤ/し機能をフル装備し,

テンキー発イ言,矩締iダ'イヤル,再呼機

能,時‾別指定日軌送仁+暗別指定マル

チポーリングなどか可能である｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日_､ソニ聖堂作所情報通信システム

事業部･OA一事業部)

表t 主な仕様

項 目 内 容

原稿サ イ ズ 最大29了mmXl.500mm

有効 画面幅 最大29Z･¶m

走査線密度 8×7.7,8×3.85本/mm

電 送 時 間 15秒

電 送 速 度 9,608./7.200/4,800/2.400bps

帯域庄緒方式 MR.MH,PLC

記 録 方 式 感熱記録方式

記緑紙サイズ
257mmX100一丁l(ロール紙)

216mmX100m(ロール絶)

外 形 寸;去 幅約428×奥行約470×高さ約205(mm

重 量 約21kg

電 i原 AC100V±10%(50･/60Hz)

消 費 電 力

待機時 20Vゾ

送信時120W 受信時I10W

コピー時150W

注:略語説明 MR(Modけ1ed HしJf†man)MH(Modl†led READ*)

PLC(PalternJength Codlng)

*READ:Re】atlVe Element Add｢ess Des19nate
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l小特集 火力･原子力発電所用ディジタル制御システム

最近の発電フ■ラント用ディジタル制御システムの動向

大容量石炭火力発電所ディジタル制御システム

オ､スターピンチインタル制御装置

毎深夜起動停止(DSS)火力プラント用ティシタル制御システム

原子力発電所ナイ ンクル制御システム

大容量タービンディ ジタル制御システム

火力運転員訓練用シミュレーータ

■一般論文

原子力発電所供用期間中検査職壷隔自動･半自動超吉池探†枯葉置

雉燃性コ【クス類燃焼炉の特性

受変電設備用変圧器

産業用′受変電設備の保護継電方式

高集碍制御盤"ICCX90''の開発とディジタル分散システムヘの適用
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フ 国立歴史民作沖享物館

ポ 任意の気象条件を作り出す

明日を開く技術く40〉

川NT コ
ー ナ ー

新 製 品 紹 介

技 術 史 の 旅く83〉

糸売･美術館めぐりく44〉

(全天候甲捕り御温室設備〉

紙より蒔い滞膜りチ′7ム電池

日立が拓いた沈子繹機新時代

ステレオラジオカセット レコーダー

屯気か重 力セットテッキ

ーも馬水F'1】淀川のirてi水(2)
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